「編集長、 ではもう 外に 伺って ゆく こと は 御座いま 

せん ネ」 

「まァ そんなと ころ だね。 とにかく 相手 は 学界で も特 

かわ もの びぼう 

に 有名な 変り 者なん だから、 君の 美貌と、 例の サ— ビ 

スとを 武器と して、 なんとか 記事に してきて 貰いたい- 

つねづね 

その 成績に よって は、 君の 常々 欲しい と 云って おった 

口— ドス タ ー を購っ て やらん もので もない」 

「ァ ラ、 きっと 御 約束し ました ヮ。 口 — ドス タ— を 

買って 下されば、 あの人との 結婚式 を 半年 も 早める こ 

とがで き るんで すの、 まァ 嬉しい」 

「嬉しがる の は 後に して、 一刻も早くぶ つかって 来 給 



御 乗換え をね がいます。 ありま せんか。 では 三十 八 階 

でございます。 どなた もこれ までで 御座います。 お 忘 

れ ものの ないように、 毎度 ありがとう 御座い」 

「ま ァ、 ここ は 屋上。 博士の 研究室 なんて あり やしな 

いわ。 あら、 あすこに ネ ーム • プレ ー トが 下って いる- 

てっぺん こうのと リ 

まるで、 エッフェル塔の 天辺に 鵠 が 巣 を かけた よ 

うね。 では、 下界で 待って いる あの人の ために、 第二 

に は 口 ー ドス タ —のために、 第三 は 原稿料の ために、 

て つばし ご 

第 四 は 編集長の ために、 勇気 を 出して、 この 鉄 梯子に 

握 まって 登りましょう。 誰も、 梯子の 下に、 タカ リゃ 

しないで しょうね。 エツ サ、 エツ サ、 エツ サ ラエ ッサ」 



めいりよ-つ 

ィ ティ ー ではない。 もっと 明瞭に 云う と、 科学 はレ 

ラテ イヴ リ— にォ ー ル . マイ ティ ー であるが、 アブ ソ 

リュ— トリ ー にォ— ル . マイ ティ ー ではない。 初等 数 

学で 現わす と、 『ォ ー ル マイ ティ ー じ や』 と 云って 誤り 

でない」 

「どうも、 あたしに は 哲学が 判りません のよ」 

「 高等 数学 だから 判らん のじ やよ」 

「そんな ことより、 遊星 植民の 実際 はどうす るんで 

す？」 

の しろ-つと 

「いろんな 方法が あって、 一々 述べ きれないが、 素人 

に 判りよ い 方法 を 三つ 四つ、 数えて みょう。 まずお 月 



従って 太陽の 周囲 を 公転し なくても いいこと になる の 

ちょ-つど 

だ。 地球 は 宇宙のう ちなら どこへ でも、 恰度 円 タク を 

操る ように、 思う ところへ 動いて ゆけ るよう になる 

だろう」 

「ま ァ！」 

「その 途中で、 地球に 愛想 をつ かした 奴 は、 近づく 他 

の 遊星へ、 どんどん 移住して ゆく」 

「他の 遊星に、 また 人間が いて、 喰いつ き やしません 

か」 

「 一 応 それ は 心配 だ。 だが 吾輩の 説に よると、 まず 大 

丈夫と 思う。 第一 に、 地球へ 他の 遊星から 来る 電磁波 



を、 十 年 この 方、 世界の 学者が 研究して いるが、 その 

中には 符号ら しい ものが 一 つも 発見せられ ない。 これ 

は 地球が どこから も 呼び かけられ ていない 証明になる。 

然るに、 わが 地球から は、 今日 既に ヘビサイド. ケネ 

リ ー の 電離層 を 透過して、 宇宙の 奥深く 撒きち らして 

いる 符号 は 日々 非常に 多い、 短波の 或る もの、 それ か 

ら 超短波、 極超短波の 通信 は 地球 内 を 目的と している 

が、 地球 外へ も 洩れて いる。 これから 考えても、 地球 

の 人類が、 一番 高等な 生物 だとい うこと が 判る」 

「あたしに も 判ります ヮ」 

「第一 一は 地球の 人類が 他の 遊星の 生物から 攻められた 



ら、 フット ボ ー ル 位の 大きさに 地球 を 見たところが… 

;」 

「よく 御覧、 その 地球 は、 見る見る 小さくな つて ゆ 

く！」 

「ああ、 恐ろしい こと。 ああ、 あたし は 気持が 変にな つ 

た！」 

「耳を澄まして ごらん。 ェ ン ジンの 音が きこえる だろ 

う。 ロケットの 機尾から、 瓦斯 を 出して いる 音 もす る 

だろう」 

「では、 もしゃ …… 」 

「ロケット は、 地球 を 離れる こと 九十 五万キ ロメ ー ト 



「博士、 冗談 はよ して、 元の 地球へ 帰して 下さい！」 

「わし は、 君の ような、 若くて 美しい 女性が この 室に 

入って くれる の を 待って いた」 

いいなずけ 

「博士、 あたしに は 許婚が …… 」 

「わしの ロケット は あの 第三 十八 階です ベての 出発 準 

ととの ただ か 

備を 整えて いたの だ。 唯、 欠けて いたの は 遊星 植民 

に 大事な 一対の 男女 —— 男 はこの わし。 その 相手の 女 

さえ 来て くれる と、 それで 準備 は 完了した の だ。 さあ 

オリオン 星座 附近で、 新しい 遊星 を 見付けて 降下し よ 

t J う さび 

う。 そこでお 前 は、 幾人 もの 仔 を 産む の だ。 今 は 淋し 



いが、 もう 二十 万年 も 経てば、 地球 位に は 賑やかに な 

るよ。 おお、 なんと 愉快な 旅で はない か」 

「ああ、 あの人。 編集長め！ そして、 ああ、 地球よ 

…：- J 
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